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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成 29年 7月 5日開催の取締役会において、以下のとおり、最近の業績動向を踏

まえ、平成 29年 1月 12日に公表した平成 29年 11月期の業績予想を修正することといた

しましたので、お知らせいたします。 

記 

1. 業績予想数値の修正について 

平成 29年 11月期第 2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 28年 12月 1日～平成 29年 5月 31日） 

 売上高 

 

経常利益 

 

親会社株主に帰属

する四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 

前回発表予想（Ａ） 40,711 596 394 80.58 

今回修正予想（Ｂ） 46,478 1,772 1,200 245.42 

増減額（Ｂ-Ａ） 5,767 1,176 806  

増減率（％） 14.2 197.5 204.7  

（ご参考）前期第 2四半期実績 

（平成 28年 11月期第２四半期） 

43,233 447 270 55.29 

平成 29年 11月期通期連結業績予想数値の修正（平成 28年 12月 1日～平成 29年 11月 30日） 

 売上高 

 

経常利益 

 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 

前回発表予想（Ａ） 87,660 1,440 980 200.43 

今回修正予想（Ｂ） 95,600 2,020 1,380 282.24 

増減額（Ｂ-Ａ） 7,940 580 400  

増減率（％） 9.1 40.3 40.8  

（ご参考）前期実績 

（平成 28年 11月期） 

88,679 1,434 946 193.57 



平成 29年 11月期第 2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成 28年 12月 1日～平成 29年 5月 31日） 

 売上高 

 

経常利益 

 

四半期純利益 １株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 

前回発表予想（Ａ） 35,156 558 375 76.69 

今回修正予想（Ｂ） 38,540 1,649 1,113 227.74 

増減額（Ｂ-Ａ） 3,384 1,091 738  

増減率（％） 9.6 195.6 196.9  

（ご参考）前期第 2四半期実績 

（平成 28年 11月期第２四半期） 

37,852 395 247 50.66 

 

 

平成 29年 11月期通期個別業績予想数値の修正（平成 28年 12月 1日～平成 29年 11月 30日） 

 売上高 

 

経常利益 

 

当期純利益 １株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 

前回発表予想（Ａ） 75,443 1,303 880 179.98 

今回修正予想（Ｂ） 80,867 1,796 1,211 247.83 

増減額（Ｂ-Ａ） 5,424 493 331  

増減率（％） 7.2 37.9 37.7  

（ご参考）前期実績 

（平成 28年 11月期） 

77,508 1,297 848 

 

173.53 

 

2. 修正の理由 

平成 29 年 11 月期第２四半期累計期間の業績につきましては、供給が厳しくなっている

付加価値の高い乳脂肪原料について当該期間に調達が可能となったことにより販売数量が

増加したことや国内生乳生産量の減少傾向を背景とした輸入乳原料への需要拡大を受けて、

当社取扱いの輸入乳原料の販売は好調に推移いたしました。さらにアジア事業においても、

国際乳製品価格の上昇を受けて現地では価格訴求品への需要が強く、当社の構築している

グローバルな仕入ネットワークを活用した価格競争力のある商品の提供を行った結果、販

売数量は増加することとなりました。 

さらには、為替相場が円安基調で推移していることから為替ヘッジ効果による「為替差

益」が営業外収益として会計処理上、先行して計上されております。 

以上のことから、平成 29 年 1 月 12 日公表の第２四半期累計期間及び通期の業績予想数

値を上記のとおり修正いたしました。 

 

 



＊上記の業績予想は、本資料作成の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成した

ものであり、実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以上 


